
 

 

 

 
 
 
 

 明日から７月。いよいよ夏本番です。そして、多くの部活動が中体連の試合を迎えます。３年

生にとっては最後の夏。自分の力を発揮してほしいなと思います。そのためにも、最後まで体調

に気をくばって、体も心もベストコンディションで挑んでください。応援しています！ 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・手足がしびれる 

・めまい、 

立ちくらみがある 

・筋肉のこむら返り 

（筋肉の痛み） 

・気分が悪い、 

ボーっとする 

 

・頭がガンガンする 

    （激しい頭痛） 

・吐き気がする、吐く 

・体がだるい（倦怠感） 

・呼びかけに反応しない 

 （意識がない）、または 

おかしな返事をする 

・体がけいれんしている 

・まっすぐに歩けない 

・体が熱く、顔が真っ赤 

・水分補給ができない 

・衣服をゆるめ、 

涼しいところで休む 

・水分と塩分をとる 

（ペットボトル満タンの 

水に、ペットボトルの 

ふた分くらいの塩を 

入れたもの） 

・うちわであおぐなどして 

体を冷やし様子をみる 

・改善しなければ病院へ 

←の処置に加え、 

体を積極的に冷やす 

◎首、わきの下、股関節の 

 大きな血管を冷やす 

◎足を高くして寝かせる 

◎ぬれたタオルや体に 

水をかけて冷やす 

改善しなければ 
すぐに病院へ 

すぐに救急車を呼ぶ 

 

←の処置を行って 

救急車を待つ 

 

万が一、心肺停止状態とな

ったら、すぐに心肺蘇生法

を開始する 

熱中症の症状には適切な処置を！ 

 

 

その１ 外に出るときには帽子をかぶる（直射日光をさける） 

その２ のどが乾いていなくても、こまめに水分補給をする（水分＋塩分） 

その３ 運動中は時間を決めて、すずしいひかげで休む 

その４ 朝ご飯をしっかり食べる 

その５ 夜は早めに寝て睡眠をたっぷりとる 

その６ クーラーの当たりすぎに気をつける 

（気温差が激しいと体温調節機能が乱れる） 

熱中症にならないために！ 



 

 
 
 
 
６月２８日に１年生対象の薬学講座がありました。講師の学校薬剤師の小島晃先生と、少年サポート

センターの望月さんから、薬の使い方・タバコの体への害・薬物乱用防止についてのお話をしていただ

きました。１年生の感想を一部紹介します。２，３年生も、今日配布した「平成 29年度 中学校薬学講

座資料（パンフレット）」を読んで、正しい知識を身につけるといいですね。 
 
 
 

１年生の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もしも、親しい人たちにすすめられたとしても、

「自分は吸わない！」「薬はやらない！」と勇気

をもって断ろう！ 

タバコを１本吸っただけでも肺がきたな

くなることや、薬物の事件が本当に身近に

あるんだなと思い、タバコや薬物ってこわ

いなと思いました。 

今日のタバコの実験で、少しだけしかタ

バコに火をつけていないのに、すぐにタバ

コのにおいがしたので、周りにも迷惑にな

ることがわかりました。大人になったら、

お酒もほどほどにして、薬物には関わらな

いようにしたいです。 

６年生の時にも薬学講座をやったけど、

今日はタバコについて詳しく教えてもらい

ました。肺などにもよくないので、自分は

タバコを吸いたくないです。自分の親はタ

バコを吸っているので、今日タバコのこと

について話してみたいと思いました。 

大麻とか、テレビで見たことがあったけ

ど、今日改めて怖いなぁと思いました。 

 大麻・覚せい剤は、使うだけじゃなくて

所持していても犯罪になるとは思わなかっ

た。タバコは２０歳をすぎてもあまり吸わ

ない方がいいなと思った。 

 もし、誰かにすすめられても断ることが

必要だと思ったので、いろいろな理由をつ

けて、とにかく断りたいと思った。それで

もすすめられる場合には、強めに言うこと

も大事だと思った。 

タバコを吸う人の体が悪くなるのはわか

っていたけど、タバコを吸っていなくても

けむりを吸うだけで肺などが悪くなってし

まうことがよくわかりました。タバコは、

脳と肺だけに影響があると思ったけど、体

のほとんどの部分が悪くなってしまうこと

もわかりました。だから２０歳になっても、

タバコは吸いたくないなと思いました。 

危険ドラッグが何年も前に沼津の駅前で

売られていたことを知って驚きました。こ

んなに身近にあるんだなと思いました。 

タバコも、少し吸っただけで肺がきたな

くなることがわかりました。タバコやドラ

ッグを知り合いにすすめられても、ちゃん

と断らないと自分が健康じゃなくなってし

まうし、犯罪でつかまってしまうから、ち

ゃんと断りたいと再確認できました。 

タバコや覚せい剤は体に害があるし危険

なことはテレビなどで知っていたけど、今

日の薬学講座で、あらためてタバコや薬物

の危険性やどういうものなのかがわかった

ので、これからさらに注意していかなけれ

ばと思いました。 


